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モバイル ･テクノロジーとe-ビジネス
～e-グローバル ･マーケテイングにおけるm-ビジネスの位置～

ティオフィラス ･アサモア

要旨

この論文の目的は､グローバル ･m-ビジネスを分析するために､グローバル ･マーケ

テイングにおけるm-ビジネスの意味を吟味することである｡この課題は､e一ビジネスの

グローバル ･マーケテイングにおける成果をm-ビジネスがそれ以上に達成できるという

仮定の下で行われる｡

従来のパソコンによって行われるe-ビジネスと違って､m-ビジネスは多くの重要な役

割を演じる主要4者のプレーヤーが存在する｡(より厳密にはそれ以上のプレーヤーが存在

する｡)これら4者のプレーヤーの組み合わせによりいくつかのシナリオがつくられる｡こ

れらのクロス ･アナリシスを行 うことにより主に4つのシナリオを提示した｡

これらのシナリオは､国あるいは地域単位で考察される｡というのも､主要なプレーヤー

は､国あるいは地域単位で活動しているからである｡地域によるシナリオの役割は､e-ビ

ジネスを凌 ぐグローバル ･m-ビジネスの創造において重要である｡

キーワー ド :m-ビジネス e-グローバル ･マーケテイング e-ビジネス ワイヤレス

モバイル

Ⅰ.はじめに

a)背景

現行グローバル経済において､インターネッ

トや新 しいネットワークを通してビジネス (e-

コマースを含むe-ビジネスと普通呼ばれている)

を行 うことはビジネス戦略の中心的な構成要素

となってきた｡さらにこれは､新しいビジネス

の展開における駆動力でもある｡e-ビジネスと

呼ばれてきたネットワークを通してビジネスを

行 うことは､企業がインターネットなどの外部

のシネットワーク ･ステムにより効果的にリン

クできるようにした｡さらにこれは､活動の整

合性を促進させるビジネス活動において柔軟性

を作 り出した｡

もっとも重要な結果の一つは､顧客のニーズ

や期待に接近したり､満たすよりも良い方法に

導いたことである.近年ネットワークを通した

ビジネスを行 うことは伝統的なパソコンから携

帯ディバイス-移行している｡その結果､より

多くの成果が達成されている｡それらは､現在

進行中の情報技術の中心的な構成要素である携

帯テクノロジーを通しての達成である｡顧客の

期待を満たすことは､マーケテイングの中心的

な課題である｡したがってグローバル ･ビジネ

スやグローバル ･マーケテイングで期待を満た

すことは､グローバル ･マーケテイングの責任

であり､e-グローバル ･マーケテイングをこの

論文の中心的な主題とする｡

過去数年､情報テクノロジーはビジネス研究

や活動の中心的な構成要素となってきた｡情報

テクノロジー分野の発展の初期の段階において､

ビジネスはデスク トップやワークステーション
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などの固定型の機器によって行われていた｡ し

かし近年は､携帯機器が情報テクノロジーにお

いて主要な役割を演じてきている｡このことは､

携帯用テクノロジーがハー ドでもソフ トでも大

きな発展を遂げているという事実に帰せられる｡

携帯用テクノロジーの重大な発展はその人気と

便利さの結果である｡携帯用テクノロジーは､

現在情報テクノロジーの発展の統合的な一部と

なっている｡したがって携帯用テクノロジーは､

個人の利用だけでなくビジネスでの大いに利用

されるようになってきた｡

約25年前､上述の関連ビジネスにおいて企業

が情報テクノロジーの主要な利用者であった｡

企業による情報テクノロジーの最初で広範囲な

利用は､情報テクノロジーの大きさや､その当

時の情報テクノロジーの利用コス トに依ってい

た｡約15年前､情報テクノロジーの容量の能力

を増大させるメインフレーム ･コンピュータか

らパソコン-の移行の時期であった｡パソコン

は､職場でのスペースを省くことができたり､

家庭で簡単に利用できたりすることにより大い

に人気を獲得した｡その後事務所や家庭を飛び

出した携帯用コンピュータは､ビジネスも事務

所や家庭の外のビジネスを可能にした｡それか

ら過去数年､情報テクノロジーの柔軟性や携帯

性､個別化は (企業でも個人でも)､高度なレ

ベル-と進化した｡個人の使用のための情報テ

クノロジーの個別化は非常な発展を遂げたが､

携帯用技術の中心的な推進力はビジネスをめぐ

る相互作用である｡

b)本論文の課題

この論文の主要な課題は､e-ビジネス特にe-

グローバル ･マーケテイングにおけるm-ビジ

ネスを吟味することである｡e-グローバル ･マー

ケテイングを通してのグローバル ･マーケテイ

ング研究や実践に影響を与えているm-ビジネ

スの今 日の トレンドに重点を置く｡携帯グロー

バル ･マーケテイングは､国際マーケテイング

でのマーケテイングの ｢自由､標準化､単純性｣
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について行われている｡ 強力なm-ビジネスの

ソリューションを開発することは､戦略的グロー

バル ･マーケテイングの成功のために必要であ

る｡ したがってm-ビジネスにおける予言 と可

能な枠組みは､e-グローバル ･マーケテイング

研究や実務の将来の方向性を指示することにな

る｡

この論文は､携帯用環境における全体論的な

アプローチに当てはまるe-ビジネス ･モデルを

吟味することである｡この論文において､ワイ

ヤレス ･テクノロジーは､e-グローバル ･マー

ケテイングに重点を置くことにより企業のe-ビ

ジネスの配置やサービスとの関連で検討される｡

e-ビジネスにおける変化は､e-ビジネスの展開

とe-グローバル ･マーケテイングとの関連にお

いて検討される｡

Ⅱ.モバイル ･テクノロジ-

1)モバイルとワイヤレス

営利 と非営利組織と個人は､携帯用テクノロ

ジーを通してのつながる価値を享受している｡

営利 と非営利団体は､携帯用テクノロジーに組

み込まれてきており､その使用はその組織の運

営や活動に影響を持つようになってきていて､

この動きの主導的な役割を演じている｡それは､

携帯用テクノロジーが生産性を増大させる情報

テクノロジーの利用と見なされるからである｡

携帯用テクノロジーに関してこれまで議論さ

れてきた二つの概念は､｢モバイル｣と ｢ワイ

ヤレス｣である｡ ｢モバイル｣と ｢ワイヤレス｣

は同じように使用される概念であるが､これら

二つの概念は､異なるものである｡モバイルと

は､簡単に移動できるという意味を持っている｡

ワイヤレスとは､音声､データ､その他のコン

テンツをケーブルを通してではなく電波を通し

て伝達する技術を意味している｡(1)

この点に関して､モバイル機器は企業であれ

非営利団体であれ個人であれ活動する際に使用

できる携帯電用気機器である｡モバイル機器は､



ワイヤレス技術を使 うことにより作られる｡こ

のような結びつきは､ビジネスや団体活動､個

人の利用を満たすためのコンテンツの交換や接

続を行 う企業を成立させる｡このようなモバイ

ルの結びつきは､柔軟なアクセスや接続を可能

にする幅広い機器の開発にも及ぶ｡

2)モバイル機器

モバイル機器は､ハンド-ル ド･ディバイス､

ハンド-ル ド･コンピュータ､パーム トップな

どとして知られている｡通常それらは､ディス

プレイとタッチパネルや小さなキーボー ド､キー

パッドを持っている｡モバイル機器の典型的な

分類は､ 1モバイル ･コンピュータ､2ハンド

-ル ド･ゲーム機器､3メディア ･レコーダー､

4メディア ･プレーヤー､5コミュニケーショ

ン機器､6パーソナル ･ナビゲーション機器､

7モバイル ･アクセサリーである｡e-ビジネス

の観点からこの論文に関連するのは､モバイル ･

コンピュータとコミュニケーション ･機器であ

る｡

1.モバイル ･コンピュータ

モバイル ･コンピュータの現在の主要な種類

は､以下のとおりである｡

i)ネットブック

ネットブックは､基本的にラップ トップであ

る｡(2)ネットブックは､主にウェッブとメー

ルの利用のためにデザインされている｡

ii)スマートブック

スマー トブックは､スマー トフォンとネット

ブックの中間の位置づけである｡基本的には､

スマー トフォン機能を持っている｡ (3) しか

し､スマー トブックはフルキーボー ドを持った

少し大きめの機器である｡スマー トブックは､

5インチのディスプレイからより大きいサイズ

から12インチのフルキーボー ドを持った機器ま

で幅がある｡それらのほとんどは､1キロ以下

で20ミリ以下の厚さである｡ 1日利用できる充

電池のほかに､スタンドバイで 1週間利用でき

る｡

iii)ノー トブックPC

ノー トブックPCは､ラップ トップのパソコ

ンとも呼ばれる｡ ほとんどのノー トブックPC

は､閉じたときにスクリーンとキーボー ドを守

るために折 りたたみ式になっている｡はじめは

ノー トブックPCは､営業や徴税や野外調査の

ための事務所や研究室以外での使用に適 した､

すきま商品として位置づけられていた｡ しかし

EETimesによれば (4)､2008年に最大の

pc市場である米国でデスク トップよりノー ト

ブックが売れ､これが世界的なトレンドでとなっ

た｡(5)

iv)ウル トラモバイルPC

ウル トラモバイルPCは､ しばしばUMPCと

呼ばれるパソコンである｡ ウル トラモバイル

pcは､基本的にはコー ドネームをオ リガミと

呼ばれたタブレットPCであった｡2006年に､

マイクロソフ ト､インテル､サムスン､その他

により立ち上げられた企画であった｡UMPCは､

最低解像度800Ⅹ480で8インチのタッチパネル

を持ったPCである｡新しいテキス トのインプッ

トの方法が開発された｡スクリーンの下の角に

キーボー ドの二つのリングからなっている｡ダ

イヤルキーは､親指で使用するよう設計された｡

∨)ハンドヘル ドPC

ハン ド-ル ドPCは､標準的なラップ トップ

PCより小さい構成要素から作られたPCである｡

こららは､しばしばパームトップとも言われる｡

ハンド-ル ドPCは､AtariCorpやpoqetComputer

Corpにより1989年に､そして1991年にヒュレッ

トパ ッカー ドにより作 られた｡ハン ド-ル ド

PCは､パームPCやポケットPC､スマー トフォ

ンとは､大きなスクリーンとキーボー ドで区別

される｡

vi)PDAとEDA

a)PDA (PersonalDigitalAssistant)は､基本

的にはパーム トップpcとして知 られるハン ド

-ル ドPCである｡近年PDAは､携帯電話 (ス

マー トフォン)､ウェブブラウザー､ポータブ

ル ･メディアプレーヤーとして使用できた｡多
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くのPDAは､無線を使いインターネット､イン

トラネット､エクス トラネットにつながる｡ほ

とんどのPDAは､タッチパネル式である｡1983

年にカシオによって最初のPDAは導入された｡

しかしPDAという言葉は､アップルコンピュー

タのJohnSculleyCEOによって1992年の7月に

ラスベガスの電器展で最初に紹介された｡1996

年にノキアは､完全なpDA規格を装備 した最初

の携帯電話を導入 した｡近年ではほとんどの

pDAは､スマー トフォンである｡ (たとえば､

ブラックベ リー､アップルiPhone､ノキアNシ

リーズ)

b)EDA (EnterpriseDigitalAssistant)EDAは､

中小企業(SME)によって主に使用されためにPDA

から開発されたハンド-ル ド･コンピュータで

ある｡EDAは､DataCaptureMobileDevicesや

BatchTerminalsとしても知られている｡EDAは､

倉庫管理､在庫管理､フィール ドサービスなど

様々などジネスで利用されている｡EDAは､

PDAが個人用の機器であるのに対してビジネス

一般向けに作られており､ビジネス用の応用ソ

フ トと使用に適した機器である｡

pDAは､ア ドオン ･データ ･キャプチャー機

能を持っているのに対して､EDAは､そのよう

な機能を持っていない｡そのかわり､内臓デー

タデータ ･キャプチャー機能､バーコー ド､ス

キャナ､RFIDリーダー､win､GSM､GPRS､

VOIPなどの機能の組み合わせを持っている｡

他のモバイル ･コンピュータは､グラフ計算

機やポケットコンピュータなどがあるが､現在

はほとんど使われていない ｡

2.コミュニケーション機器

i)携帯電話

携帯電話は､セルフオン､ハンドフォン､ワ

イヤレス ･フォン､セルラー ･フォンなどの名

でも知られている｡携帯電話は､基本的に音声

やデータをセルサイ トと呼ばれる局からや り取

りするネットワークを利用する｡近年携帯電話

は､テキス ト､電子メール､簡単なネット接続
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でのSMS､ゲーム､ブルー トゥース､カメラ､

音楽プレーヤー､ラジオ､TV､GPSとしての

追加機能を多くサポー トしている｡携帯は､電

話網を使用しより広範囲な接続を可能にしてい

る｡

ii)コードL'ス電話

コー ドレス電話は､時として携帯電話と呼ば

れる｡コー ドレス電話は､固定電話線に接続さ

れた局から電波を受けて通信するワイヤレスの

機器である｡通常､その通信範囲は限られてい

る｡基地局は契約によって決まっている｡有線

電話と同じように､コー ドレス電話は電話網に

接続されている｡この基地局の契約の有無が､

携帯電話との違いである｡PHSやDECTは､コー

ドレスフォンと携帯電話の間にあって唆味な位

置にある｡

iii)ペイジヤ

ペイジャは､ビーバーとも呼ばれた｡ 日本で

は､ポケベルとも呼ばれていた｡これは､単純

なメッセージを伝える簡単な機器であったO一

方的な伝達のペイジャは､わずかな数字を示す

メッセージを伝えた｡たいていの場合は､連絡

先の電話番号を示すものであった｡双方向のペ

イジャは､電子メールや番号､SMSメッセージ

を通信する機能を持っていた｡1990年代に携帯

電話が一般的になるまで､ペイジャはモバイル ･

コミュニケーションで広く利用された｡近年ペ

イジャは､緊急を有するために使用される｡そ

の利点は､通信が信頼でき早い送信ができる点

にある｡多くのモバイル機器と違って､緊急時

に効力を発揮する｡その理由は､通信に負荷を

かけないからである｡その結果､現在でも緊急

を要する仕事に従事する者に人気があり､医者

や情報技術のスタッフなどが利用している｡

Ⅲ.情報テクノロジー

1)定義

情報テクノロジー(IT)は､情報を作 り出し､

処理､蓄積､共有､伝達することを助ける技術

を表す一般的な概念である. しかし情報テクノ



ロジーとい う言葉を使用するとき､一般的には

コンピュータに関連する情報であることが一般

的である｡情報テクノロジーは､コンピュータ

とテクノロジーとの多くの関連する意味からなっ

ている｡そのためこの用語は､広範囲に理解さ

れている｡その結果､ITはそのビジネス全体を

も意味する場合がある｡

実際に情報テクノロジーは､情報を管理する

コンピュータからソフ トウエアに関して使用さ

れる｡いくつかの企業では､それはマネージメ

ン ト情報サービス (MIS)あるいは､簡潔に情

報サービス (IS)といわれる｡大企業の情報テ

クノロジー部は必要な場合に､情報を蓄積 した

り､情報を守ったり､情報を処理したり､情報

を伝達したりすることを担当する｡

2)歴史

大企業でも情報テクノロジー部がコンピュー

タ ･オペ レータを使 うことは長い間なかった｡

ITやシステムの広範囲な歴史のうちの一つとし

てあげられるのは､Alabama'STelecommunications

andFilm Departmentのものである｡ITやシス

テムの歴史は､4つに分けられる｡この区分は､

インプット､プロセス､アウトプット､コミュ

ニケーション問題などの解決のために使用され

た技術である｡

A.機械前時代3000BC一一- 1450BC

B.機械時代1450BC一一一一 1840

C.電子機械時代 1840----1940

D.電子時代1940tothePresent

3)論文での定義

コンピュータとコミュニケーションの技術が

組み合わされて､情報テクノロジーあるいはイ

ンフォテックとい う言葉が生まれた｡この論文

では､コンピュータとコミュニケーションの技

術の組み合わせは､情報テクノロジーと見なす｡

この論文の観点からは､モバイル ･テクノロジー

を情報テクノロジーの中心的な構成要素とする｡

Ⅳ.e-ビジネス

e-ビジネスは､電子メディア (ネットワーク)

を通して企業､従業員､顧客との間を結び付け

るビジネスを展開することである｡これは一般

に､ビジネスを行 う際にインターネット技術を

利用する｡ したがってe-ビジネスは､新 しいモ

バイル機器とワイヤレス情報とコミュニケーショ

ン技術を応用する領域である｡(7)その理由は､

企業は業務を行 う際に最善のテクノロジーの後

を追 うからである｡e-ビジネスは､電子的方法

のあらゆるビジネス手段を利用する｡その範囲

は､契約､管理､販売促進 (広告)､デジタル

製品､電子サービス､顧客サービスなどである｡

e一ビジネスの出現によって､インターネットが

経営環境を大いに変化させた｡つまり､e-ビジ

ネスは､業務を遂行する際の効率性を実現でき

るインターネットを主要な手段として利用する

ものである｡その結果､e-ビジネスは企業の情

報戦略や意思伝達技術を含むことになる｡つま

り注で述べるように､企業は元債の経営環境や

業務の要求に必要な情報テクノロジーの資源を

広げている｡

現在e-ビジネス戦略は､具体的にはオンライ

ン ･マーケテイングや顧客関係のようなe-コマー

ス戦略､内部のデジタル組織やイン トラネット

やェクス トラネットに見られる情報フローのよ

うなe一組織を含んでいる｡ しかし最初の段階で

は､e一ビジネスの焦点はe-コマースであった｡

e-コマースは､e-グローバル ･マーケテイング

を生みだす潜在的な能力を持っていた｡

Ⅴ.e-グローバル ･マーケテ イング

グローバル ･マーケテイングは､標準化に基

づく国際マーケティング戦略の用語 として定義

される｡ (8),(9) ニュー ヨーク ･タイムズに

現れたいくつかの記事は､グローバル とい う用

語がすでに1944年に使用されたとしていている

が､エコノミス トが使用 したのは1981年頃であ

る｡ しかしレ-ヴィットが､その用語を広め､
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国際マーケテイングの観点から表舞台に引き出

した｡1985年から1989年に､レ-ヴィットがグ

ローバル ･マーケティング戦略の概念の適切性

に関する議論で異なる学派間を巻き込む論争を

主導した｡1989年までには､グローバル ･マー

ケテイングが標準化に基づく新 しい国際マーケ

ティング戦略であるとの一般的な合意に至った｡

グローバルe-ビジネスと解釈できたe-ビジネ

スの主要な領域は､国際マーケテイング研究の

e-グローバル ･マーケテイングである｡e-グロー

バル ･マーケテイングは､主にインターネット

による電子ネットワークを通しての単一のマー

ケテイングが､単一の製品､価格､販売促進､

流通の提供などを可能にする枠組みを提示でき

るかということである｡その焦点は､より大き

な市場で不可避的に生じる問題点である､グロー

バルな単一市場で顧客､販促､ブランド､製品

の単一イメージを作ることである｡e-グローバ

ル ･マーケテイングの主要な鍵は以下の通りで

ある｡

1.オンラインストア

e-ビジネスの出発点はインターネットを通 し

たビジネスである｡オンラインス トアは､効率

的なビジネスであり､マーケテイングの新 しい

可能性である｡オンラインス トアは､プロモー

ションや流通だけでなく､新 しい市場の創造で

もある現代的なテクノロジーを提供する｡さら

に､オンラインス トアは既存の顧客にもよりよ

いサービスを提供する手段でもある｡

2.顧客ケア/顧客関係管理CRM

e-グローバル ･マーケテイングの主要な面は､

顧客関係管理CRMにおいて見られる｡これは､

単-のCRMやグローバル市場だけでなく､い

つでもどこでも同じ顧客にも対する戦略的マー

ケテイング ･アプローチとなった｡革新的で双

方向のメディアやツールの使用は､これまでの

関係を維持したりまた新しい関係を構築する新

しい方法である｡その目的は､マーケテイング
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活動の競争優位を生み出す効率的で有効な方法

であった｡これら革新的なメディアは､電子と

いう性格を持つ｡このような電子メディア (た

とえばインターネット)を使用することなく､

有効なcRMや単一なサービスの提供 (グロー

バル標準)はほとんど達成できなかったであろ

う｡

3.デジタル製品とデジタル ･サービス

有効なグローバル製品に達する主要な手段の

一つとして､e-グローバル ･マーケテイングは

デジタル製品やデジタル ･サービスを導入した｡

すべての製品やサービスがデジタル化されるの

ではなく､コンピュータ ･ソフ ト､音楽､cD､

DVD､ビデオ､教育､会議なども､単一のグ

ローある製品とされた｡デジタル製品やデジタ

ル ･サービスは､国際マーケティング戦略にお

ける現実的な標準化の手段である｡さらにデジ

タル製品は､4Psの標準化に基づくグローバル ･

マーケティング戦略を実現するための効果的な

手段の一つである｡ したがってデジタル製品や

デジタル ･サービスは､e-グローバル ･マーケ

テイングを始める際の主要な出発点となる｡さ

らにe-グローバル ･マーケテイングの進展は､

国際マーケテイング標準化を加速させている｡

4.物流

物流は､ICTにおける最新の技術開発により

グローバル規模の発展を遂げている｡このこと

により､グローバル物流はコス トと時間の削減

をもたらした｡そのため､グローバル ･マーケ

ティング戦略の生産性は高まった｡グローバル

物流の改善は､e-グローバル ･マーケテイング

の発展により進んできている｡マーケテイング

や経営管理の主要な領域の一つは､サプライ ･

チェーンにおいて見られる｡サプライ ･チェー

ンは複雑化してきているが､e-グローバル ･マー

ケテイングにより透明性と最適化がなされる｡

ICTなど単一なテクノロジーをいつでもどこ

でも利用できることは､e-グローバル ･マ-ケ



ティング戦略の中心をなす｡過去数年企業や産

業界は､e-グローバル ･マーケテイングにおけ

るICTの利用により価値を作 り出してきた｡こ

のような活動は､これまでのグローバル ･マー

ケティング戦略によって企業や産業界にもたら

されたのと同様である｡現在企業は､企業内部

の最適化ではなく業界や国境を越えたマーケテイ

ング拡大に取 り組んでいる｡この傾向は､供給

連鎖管理 (SCM) とい う形で､より大きな規

模で進展している｡焦点は､特定の国内での顧

客最適化ではなく､グローバルな規模での供給

体制の整備､在庫の縮減､時間の短縮を達成す

ることである｡

5.店舗と購入システム

店舗の概念は､e-グローバル ･マーケテイン

グの概念の下では変化してくる｡e-グローバル ･

マーケテイングにおける店舗は､顧客が映像や

音声､キャラクターによって管理されるデータ

ベースからなるシステムである｡基本的に店舗

は､画像として見るべきものとして存在する｡

ほとんどの注文は､異なる顧客によって行われ

る｡個々の取引や注文は､グローバル ･スタン

ダー ドの規格化されたサーバーで管理されてオ

ンライン ･ショップのオーナーに伝達される｡

財やサービスは､システムを通して購入される｡

このシステムは､製造業者､卸売業者､顧客か

らなる｡したがって､商品の在庫管理は徹底さ

れることになる｡これらのシステムは､e-グロー

バル ･マーケテイングの観点から標準化される｡

グローバル ･マーケテイングや国際マーケテイ

ングにおいてこのシステムを使用することによ

り､輸出と輸入が容易に管理できる｡このシス

テムは､グローバル市場の変化に合わせて簡単

にアップデー トできる｡

Ⅵ.モバイル ･ビジネス

1.モバイル ･ビジネス

モバイル ･ビジネス (m-ビジネス)は､経

営や顧客を対象とするモバイル技術による電子

取引である｡(10)いくつかのモバイル技術は､

e-ビジネスを支援 しているoe-ビジネスを支援

するモバイル技術は､機器とネットワークから

なる｡モバイル機器は､RFIDやGPS､バーコー

ド､スキャナ､ワイヤレスなどの技術からなる｡

ブルー トゥースやRFIDからネ ットワークとそ

の範囲は広がる｡

e-ビジネスはデスクトップ､ワークステーショ

ンなど有線や非モバイルから出発 したが､m-

ビジネスはいつでもどこでもつながるモバイル

から出発する｡ただし有線のコンピュータもワ

イヤレス技術を取り込んできている｡たとえば､

無線マウスなどである｡ したがって､m-ビジ

ネスは､ e-ビジネスの下で発展 してきた｡ m-

ビジネスは､B2B (ビジネス対ビジネス)､B2

C (ビジネス対消費者)､C2C (消費者対消費

者)において応用できる｡ m-ビジネスは､e-

ビジネスのシェアの拡張だけでなく､e-ビジネ

スの根本的な拡大である｡その結果､m-ビジ

ネスはいつでもどこでも利用可能なサービスや

経営-のアクセスをモバイルによって達成する

e-ビジネスという意味を持つ｡ (ll)

2.e-ビジネスの新しいフロンティアとしての

モバイル ･e-ビジネス

e-ビジネスは､利便性とコス ト削減を達成す

る新 しい経営形態に対応 しているが､モバイル

e一ビジネスあるいは単にm-ビジネスはB2CとC

2Cだけでなく､B2Bにおいて新しい展開を生み

だす｡ ワイヤレス ･インターネットは､PCに

よるこれまでのインターネット接続より速い速

度で成長 している｡ (12)ワイヤレスによるイ

ンターネット接続がウェッブ ･アクセスの中心

となるであろう｡ (13)だがほとんどの場合､

m-ビジネスはワイヤレス機器におけるこれま

でのe-ビジネスの拡張と考えられてきた｡つま

り､ m-ビジネスはB2Bや B2C､C2Cの中にあ

るものとしてみなされた｡ したがっていつくか

の学派では､e-コマースはe-ビジネスと同じも

のと考えている｡(14) しかしモバイル通信は､

大きな可能性を秘めている｡これらモバイル通
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信の可能性は､ビジネス ･コミュニケーション ･

ネットワークに影響を与えている｡一つの例は､

WAP (WirelessApplication Protocol)である｡

WAPは､モバイル ･ハン ド-ル ド機器におい

て採用され､ m-ビジネスはe-ビジネスの範囲

内にあるという見方を変化させた｡

m-ビジネスはe-ビジネスのシェアを拡張す

るだけでなく､ m-ビジネスのサービスや製品

の開発においてe-ビジネスをしのいでいる｡

3.モバイル ･ビジネスの傾向

m-ビジネス規定するために二つの力がある｡

一つはインターネットであり､もう一つは携帯

電話や携帯機器技術などである｡これら二つの

力は､ワイヤレス ･ウェッブとしばしばいわれ

るモバイル ･インターネットの新 しい機会を含

んでいる｡ このワイヤレス ･ウェッブは､m-

ビジネスの新 しい段階である｡

4.ワイヤレス ･インターネット･ビジネス

ワイヤレス ･ウェッブを通したインターネッ

トは､これまでのインターネット技術よりも数

多くの人々が情報を共有しビジネスを行 うこと

を可能にする｡ m-ビジネス､電子メール､ニュー

ス､教育などを通したワイヤレス ･ウェッブの

拡大は､世界中に及んでいる｡モバイル ･イン

ターネットは､これまでのインターネットでは

獲得できなかった広い範囲の顧客を取り込んで

いる｡

5.モバイル業界

ワイヤレス通信とワイヤレス機器の開発は､

ワイヤレス ･ウェッブの成長の推進力であるこ

とは明らかである｡携帯電話のようなモバイル

機器の使用は､現在広まっている｡ モバイル機

器は生産財や消費財マーケットで広く利用され

ている｡欧州やアジアにおいてその傾向がみら

れる｡ (15)それらの国では､固定電話よりそ

の契約数が多い｡同じ傾向は､それらの国以外

の発展途上国でも見られる｡携帯機器がこのよ
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うに利用されるのは､低コス トで簡単な操作性

によるものである｡

6.ワイヤレス ･ウェッブとモバイルの結合

インターネットを通したワイヤレス ･ウェッ

ブとモバイルの結合は､新 しいマーケットカと

して展開している｡ この結合は､m-ビジネス

であるe-ビジネスの新しい最前線を支えている｡

ワイヤレス ･インターネット通信のオープン ･

スタンダー ドであるWAPによってこの新 しい

展開は推進されている｡これまでも述べてきた

ように､携帯電話やワイヤレス ･ウェッブとモ

バイルの結合は､現在十分なウェッブ-のアク

セス環境を提供 している｡事務所や家庭､学校

の外でも､多くの人は携帯電話を常時使用でき

る｡携帯機器を使用することにより､簡単にイ

ンターネットに接続できる｡

Ⅶ.グローバル ･マーケテ イングにおける

m-ビジネス

1.シナリオ ･プランニング ･アプローチ

シナリオ ･プランニングは､将来におこりう

る出来事に対応 して方策を想定する方法論であ

る｡シナリオ ･プランニングとは､予測術と類

似する｡予測とは､一つの正しい将来が存在す

るという合理的な仮定に基づいている｡その日

的はできるだけ正確に一つの将来を予測するこ

とである｡これに対して､シナリオ ･プランニ

ングは､一つの将来ではなく､起こりうるいく

つもの可能性というものを想定している｡この

アプローチは､将来が不確実で完全な予測は不

可能であるという全体から出発する｡(15)､(16)

その結果､シナリオ ･プランニング ･アプロー

チは､潜在的将来を見てとる｡シナリオ ･プラ

ンニングは､将来の選択肢の中から一つの優先

できる選択肢が存在するという前提に立たない｡

しかしシナリオ ･プランニングは､不確実で複

雑で急速に変化する状況で将来を分析する方法

として優れている｡さらにこのような将来とは､

過去や現在の傾向性から合理的に期待できるも



のではない｡(18)(19)

シナリオ ･プランニングは､将来の可能性を

見定める体系的なプロセスを採用しているとい

うGiovanniらの主張によって代表される｡予想

術アプローチと同様に､将来を形成する不確実

で潜在的な要因を明らかにするための手段とし

て､現在の状況分析をできるだけ使用する｡

(20)モバイル技術の進展は､予想術のアプロー

チよりもシナリオ ･プランニングの優位性を示

している｡

2.モバイルのためのワイヤレス通信

先にも述べたように､携帯電話はm-ビジネ

スにおいて中心を占める｡

しかし､現在統一された-つのモバイル通信

技術があるわけではない｡携帯電話のネットワー

クは､UHF (UltraHighFrequency)という電波

を送受信のために使用している｡携帯電話その

ものは､携帯電話に割 り当てられたUHF電波

をセルラー単位で使用することにより通信 して

いる｡歴史的な事情で､携帯電話の使用電波は､

米国､欧州､アジアで異なっている｡米国では､

商業のモバイル接続のための標準的な電波は､

AMPS(AdvancedMobilePhoneSystem)であっ

た｡これはベル研究所が開発 したシステムであ

る｡AMPSは800MHzである｡(22)

欧州では､最初のモバイル ･ネットワークは､

NMT-450 (NordicMobileTelephony)である｡

(23) しかし携帯電話の普及につれ､携帯電話

会社から問題が指摘されるようになってきた｡

これによって新 しいネットワークの標準化が行

われるようになってきた｡TACS(TotalAccess

communicationSystem)あるいはETACS(European

TotalAccessCommunication System)が､利用

されている｡それに対して､英国やアイルラン

ドではAMPSが採用されている｡ 日本では日本

版 のTACSが JTACS (Japan Total Access

CommunicationSystem)として採用されている｡

この方式は､香港でも採用 されている｡GSM

(GlobalSystem fわrMobile)は現在世界の携帯電

話で最も一般的な標準規格として世界で採用さ

れている｡ (24)米国では､800MHzでのアナロ

グの標準規格であったAMPSはデジタル ･シス

テムに移行 してきている｡

現在の主な周波数は､850/900/1800/1900MHz

である｡

*850MHz(US,Canada,LatinAmerica,Brazil)

米国､カナダ､ラテンアメリカ､ブ

ラジル

*900MHzアフリカ､欧州､ブラジル､豪州､

日本と韓国以外のアジア

*1800MHzアフリカ､欧州､ブラジル､豪州､

アジア

*1900MHz(US,Canada,LatinAmerica,Brazil)

米国､カナダ､ラテンアメリカ､ブ

ラジル

第三世代(3G)のモバイルは､UMTS(Universal

Mobile Telecommunication System)､ HSDPA

(High-SpeedDownlinkPacketAccess)､HSUPA

(High-SpeedUplinkPacketAccess)に基づいて

いる｡第四世代もその延長上にある｡UMTS

の周波数は､800/850/1900/2100 と850/1700/

1900/2100MHzである｡

*2100(ダウンリンク),1900(アップリンク)は､

欧州､アフリカ､豪州､ニュージーランド､日

本韓国を含むアジア､ブラジルで使用されてい

る ｡

*1900は北米と南米で使用されている｡

*2100(ダウンリンク),1700(アップリンク)は

米国で T-mobile

で使用されている｡

*900は豪州で使用 されている｡将来CSM 900

を使用している国でも使用される｡

*850は北米と南米で､また豪州､ニュージー

ランドで使用されている ｡

*800はNTT DoCoMoで日本の地方で使用 して

いる｡

UMTS/HSDPA/HSUPA周波数は､携帯電話の

GSM/GPRS/EDGEと同じではない｡五つか六つ

の携帯電話の周波数(800/850/900/1700/1900/

2100MHz)は､現在使われていない ｡
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3.モバイル ･インターネット

欧州は､取引の量としてだけでなく､単一の

標準規格を持っているという点でもモバイル ･

インターネット･アクセスの主導的立場にある｡

まずGSMは欧州のワイヤレス ･システムを占

有している｡第二に､欧州は､地域としても人

口としても米国に比べて携帯電話の利用可能性

がある｡第三に､欧州は､ネットの課金でも先

行していて､その急速な成長が見込める｡さら

に､欧州は､WAP技術を採用している｡ 欧州

では､経営者の約 9割がモバイル機器のための

インターネット･ビジネスを立ち上げてきたか

あるいは立ち上げると表明されている｡ (25)

SMS(ShortMessageService)についても､欧州

は､急速な成長性を示している｡

利用は､SMSを中心としている｡基本的には､

SMSは携帯電話からの応答により成っている｡

SMSは個人同士の連絡のや り取りや､ニュース､

株式情報､天気予報などのサービスも含んでい

る｡SMSは､少人数の情報交換には優れた点を

持っている｡ またSMSは､m-ビジネスにつな

がるものである｡将来､wAPや SMSにおいて

m-ビジネスのアプリケーションが利用できる

との予測もある｡

日本では､モバイル ･インターネットは携帯

電話利用者においては相当程度で利用されてい

る｡モバイル ･インターネットの約30%がwAP

であり､約70%がNTT DoCoMoのi-modeによっ

てサービスを受けている｡卜modeは､WAP/GSM

技術を使用してはいない｡それは日本での占有

的なパケット･モバイル ･データ ･ネットワー

クに基づいている｡卜modeの利用者は､i-mode

用の手引書が必要である｡ m-ビジネスは日本

においては､よく発展している｡このことは､

消費者にとっても企業にとっても当てはまる｡

NTT DoCoMoのトmodeはインターネ ッ ト-の

アクセスの世界最初のものであり日本のポータ

ルで現在でも代表するものである｡ 日本の代

表的な銀行にもi-modeによってアクセスできる｡

それは､その他の企業やサイ トにもアクセス可

能である｡さらに､住所管理､スケジュール管
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理､予定の管理､メールなどもソフ トも利用で

きる｡ 日本での携帯電話は､包括的なm-ビジ

ネス機器-と移行しつつある｡

これまでの記述は､グローバル市場における

モバイル ･ビジネスがいかに多様であるのかを

示 した｡このような多様性は､e-グローバル ･

マーケテイングのモバイル ･ビジネスの分析に

おけるシナリオ ･アプローチを必要とする｡

V" .e-グローバル ･マーケテ イングにおけ

るm-ビジネスのためのシナ リオ

● シナリオ ･アプローチ

これまで､モバイル ･ビジネスが行われるシナ

リオを提示するためのいくつかの努力がなされ

た｡ (26)m-ビジネスに関するほとんどのシナ

リオは､e-ビジネスにおいて高い成長性を約束

すると思われる予想を提示することであった｡

ワイヤレス ･テクノロジーにおける将来の開発

に関してほとんどのシナリオにみいだせる共通

な要素の一つは､インターネッ トとm-ビジネ

スの同時発生である｡さらに､モバイル ･テク

ノロジーに関連するワイヤレス ･テクノロジー

のような段階のほとんどの新 しい技術は､様々

な段階での未来の経験の大躍進である｡

しかし､いまにも起こりそうな技術の躍進や

知識に関する構成要素の特定の予測はない｡シ

ナ リオ ･アプローチは､Anso庁■が提示 したも

のである｡(27)そしてそれは伝統的なプレゼ

ンテーションを説明し､多くのシナリオが可能

である｡

基本的に､シナリオ ･プランニングは体系的

でインタラクティブで想像的なプロセスである｡

シナリオをつくるには､様々な段階に対して質

的と量的の方法論を使用する異なった広い範囲

のアプローチがある｡大抵はそのプロセスは､

現状の広範囲な分析から始まる｡このような分

析の目的は､未来を形成する変化や不確実性や

前菜的要素を明らかにすることである｡したがっ

てシナリオは､予想される将来の状態に向けて



もともとの状況を導く仮定的な出来事や未来の

状況を描くことである｡ (28)

● m-ビジネスにおける発展の段階

● 段階1

m-ビジネスの発展の第一段階は､ArthurD.

LittleConsultantsのプレゼンテーションから辿

ることができる｡(29)この段階は､1990年代

初期の状況として記述されている｡この時期は､

e-ビジネスの領域では3者のメイン ･プレーヤー

がいた｡まず第一に､運営者がヴァリュー ･チェー

ンにおける主要な位置を得るためにアクセス ･

ネットワークの所有権に影響を与えることであ

る｡この時期､多くの売 り手が異なった運営者

を通して買い手-コンテンツやサービスを提供

するアナーキーな市場を経験した｡徐々にブラ

ンド化によりサービスやコンテンツの整合性に

よる買い手や支払い仲介業者などの連携が誕生

し始めた｡

運営者は､ヴァリュー ･チェーンを支配した

が､オープン化をスタンダー ドとする政府の介

入がこの時期よく見られた｡政府の介入は､新

しいサービスの展開に好意的に働いた｡運営者

は､ネットワークの運営やサー ド･パーティー

-のネットワークのオープン化に注力した｡そ

の結果､多くのサービスが生み出され需要を創

出した｡政府は､規制を行 う役割を持った｡規

制を担当する者として､政府は本質的な革新と

競争を生みだす自由化されたモバイル ･ビジネ

ス政策を活発化させた｡段階 1は､4つの特徴

を持っている｡ (30)これら4つの特徴は､マ

ス ･マーケット､ニッチ ･マーケット､オープ

ン化､整合性である｡それは､マス ･マーケッ

トかニッチ ･マーケット､オープン化か整合性

という選択の問題でもあった｡

1990年代中期に始まった段階であるが､モバ

イル技術の熱狂的発展によるマス ･マーケット

としての成長がみられた｡このような熱狂的発

展は､モバイル技術-の対価を支払う機運となっ

た｡この段階では､革新的なサービスは豊富で

採用が容易であった｡典型的な具体例は､3G

ネットワーク-の急速な移行であった｡この移

行は､好奇心の結果と､モバイル ･ビジネスの

運営者やサービス提供者-の金銭的な問題であっ

た｡ (31)

● 段階2

1990年代中期に始まった段階であるが､モバ

イル技術の熱狂的発展によるマス ･マーケット

としての成長がみられた｡このような熱狂的発

展は､モバイル技術-の対価を支払う機運となっ

た｡この段階では､革新的なサービスは豊富で

採用が容易であった｡典型的な具体例は､3G

ネットワーク-の急速な移行であった｡この移

行は､好奇心の結果と､モバイル ･ビジネスの

運営者やサービス提供者-の金銭的な問題であっ

た｡ (31)段階 2の主な特徴の一つは､モバイ

ル ･サービスの発展を妨げるようなプライバシー

の問題であった｡プライバシーは､専門的な利

用者のためのモバイル技術の採用を促進 した｡

そのため､一般的な利用者は金銭的な問題から

利用を控えた｡質の高い情報サービスの提供を

求める専門家と娯楽サービスを求める若者の二

者にその利用が限られるようになった｡

● 段階3

この段階は､第4世代のワイヤレスのインフ

ラに焦点があてられる (32)研究活動の出発点

と見なされた｡この段階は､モバイル ･テクノ

ロジーの特徴そのものや経済性､政治力からの

モバイル ･テクノロジーにおけるグローバル化

というワイヤレス技術の潜在的な推進力を見極

める段階であった｡この段階は､政府対市場標

準化､政府対市場グローバル化の出発点であっ

た｡

● 段階4

この段階は､生活スタイルに直接影響を与え

るワイヤレス通信技術に焦点を当てた段階と考

えられる｡ (34) この段階では､多少m一ビジネ

スの将来の状況を予想する段階であった｡この

段階では､世界的規模でのワイヤレス ･サービ
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スの利用はほとんどできなかった｡他方､より

個別化されたサービスや競争の激化により顧客

の要求は次第に大きくなってきた｡その結果､

ほとんどの大企業はワイヤレス ･マーケットを

続けて占有することはできなかった｡ しかし一

方で､通信企業やメディア産業に対する政府の

監督の強化がはかられた｡たとえば､それは

Ambientlntelligence2010に見られる｡(35)

アンビエント･インテリジェンス ･テクノロ

ジーは､欧州委員会のシナリオ ･プランニング

の結果である｡ユビキタス ･コンピューティン

グ､ユビキタス ･コミュニケーション､ユーザー

の使いやすいインターフェイスなどの登場であ

る｡そのシステムは､多くの社会 一経済テクノ

ロジーに基づいてたてられている｡その軸は､

効率性対社会性､(個人ではない)人間性対共

同体である｡この段階では､次の4段階がある｡

*m-ビジネス-の集中

*人対人のコミュニケーション-の対応を強調

*都市生活の問題解決のための統合ソリューショ

ンの提供

*知的スキルと創造性の関心を高める知的コミュ

ニティとしての社会-の集中

以上は､m-ビジネスが通過 してきた様々な

状況を示している｡いくつかの状況は､シナリ

オにおいて規定されてきた｡多くのプレーヤー

が､m-ビジネスの発展を形作っているとみな

すことができた｡しかしこれらのプレーヤーは､

4者に区分できる｡ それ らは､政府､m-ビジ

ネス ･ネットワークが最適である市場の規模､

m-ビジネス ･サービスのプロバイダー､市場

(国)を越えて統合するm一ビジネスのレベルで

ある｡政府は､公的なイニシアチブと呼ばれ､

m一ビジネス ･マーケットは､マーケット･サ

イズと呼ばれ､m-ビジネス ･サービスのプロ

バイダーは､運営力と呼ばれ､異なるシステム

を一つの共通なシステムに統合することは､標

準化と呼ばれる｡この分類は､グローバル ･m-

ビジネスのクロス ･アナリシスを行 う場合に利
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用できる｡

ⅦⅠ.グローバル ･m-ビジネスのクロス ･

アナリシスの枠組み

グローバル ･m-ビジネス分析のためのこの

枠組みは､以上に上げた4プレーヤーによって

行われる｡m-ビジネスの発展の背景の主要な

要因である｡

1.枠組みの軸

a)公的イニシアチブ

公的イニシアチブは､m-ビジネス環境にお

ける政府と国際団体により行われる｡政府や国

際団体は､m-ビジネス (m-コマースを含む)

の発展における主要なプレーヤーである｡政府

や国際団体は､m-ビジネスが展開される枠組

みの規制に責任を持つ｡さらにそれらは､研究

支援を通して (税の猶予や補助金などを含む)

研究活動にも影響を与える｡その結果､この枠

組みにおいて公的イニシアチブは､弱いイニシ

アチブから強いイニシアチブまで活動する｡弱

いイニシアチブは､m-ビジネスに影響を与え

る公的イニシアチブが存在 していないように見

える場合でも､その背後に存在している｡さら

に健全なm-ビジネス環境を発展させるための

目立つような公的基金や補助金がない場合も含

まれる｡他方､強い公的イニシアチブは､規制

を制定した りm-ビジネスを促進するための基

金を設立したりする場合に見られる｡

b)運営者の力

ここでの運営者は､モバイル ･オペレーターで

ある｡現在モバイル ･オペレーターは､モバイ

ル ･ビジネスを主導している｡というのは､モ

バイル ･オペレーターはアクセス ･ネットワー

クやユーザー情報を管理し､モバイル ･テクノ

ロジーのユーザーから課金をするからである｡

運営者の役割は､m-ビジネスで提供されるサー

ビスだけでなく､モバイル ･テクノロジーにも

影響を与える｡もちろんGPSやWLANのような
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代替の技術の開発により状況が変化するが､こ

れらの変化もモバイル ･オペレーターの力に依

存 している｡同じことは､m-ビジネス環境に

おける競争的なプレッシャーについてもいえる｡

C)市場規模

市場規模は､特定のモバイル ･ネットワーク

の実際の範囲に応じて決定される｡市場規模は､

モバイル ･テクノロジーつま りm-ビジネスに

おける投資の水準を決定する｡ 小さな市場規模

では､技術､製品､サービスなどに対してより

多くの課金がなされる｡さらに小さい規模の市

場では､十分なコンテンツやサービスを提供す

ることができない｡その結果､市場規模は消費

者に価値のあるサービスや適正な価格を提供で

きない場合が生じうる｡市場の規模は､顧客に

対する細かな対応がなされる可能性がある｡

d)標準化

m-ビジネスにおける標準化は､少なくとも

三つの観点が存在する｡ 第-に､標準化は､マー

ケテイングカの相互作用の結果であり､したがっ

てマーケット標準化といわれる｡第二に､標準

化は全体での行為の結果である｡この形態の標
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準化は､政府による標準化といわれる｡政府や

国際団体による標準化の開発とは別に､第三の

観点の標準化がある｡それは､戦略的連携や企

業の強制によるデファク ト･スタンダー ドであ

る｡

コンピュータ環境でのデファクト･スタンダー

ドは､主流であるが､通信産業はデジュリ･ス

タンダー ドが主流である｡

2.シナリオの記述

図 1は､グローバル ･m-ビジネスの基本的

なシナリオの枠組みである｡4者のプレーヤー

が､図の軸にあてはまる｡市場規模 と標準化､

公的イニシアチブとモバイル ･オペレーター ･

パワーである｡

a)グローバル ･m-ビジネスのクロス ･アナリ

シス

多くのシナリオは､図1に対応して描かれる｡

4者のプレーヤーの状態の組み合わせは､4つ

のシナリオを作 り出す｡

● 低いオペレーターカ､弱い公的イニシアチ

ブ､小さい市場､低い標準化
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現在このシナリオは途上国で見られる｡低い

オペレーターカは､運営者がシステムやコンテ

ンツの展開に制限を加えている結果である｡政

府は力を持つことなく､使用されているシステ

ムは国際団体か外国政府 (援助､補助､供与な

ど)によるものである｡

これらの経済圏は､自身で標準化を作り出す

能力を持っていない｡標準化を作 り出す公的イ

ニシアチブも私的イニシアチブも存在していな

い｡標準化に対する公的イニシアチブや私的イ

ニシアチブの積極的役割もない｡携帯機器は､

音声によるものがほとんどである｡携帯機器は､

固定電話の代替的役割で使用されている｡固定

電話は､コス トの面からほとんど利用されてい

ない.新しいモバイル ･テクノロジーは､海外

からの援助に依存しているため発達していない｡

ある状況では､外国からの援助の結果いくつか

のシステムが存在する場合がある｡携帯機器は､

固定電話の代わりに利用されている｡固定電話

は､高い｡一般的に､企業が電力網を運営はし

ていない｡ m-ビジネスのレベルはほとんどな

いに等しい｡

● 低いオペレーター ･パワー､弱い公的イニ

シアチブ､大きな市場､高い標準化

この状況は､携帯機器の大きな市場を持つ発

展途上国において見られる｡運営者は､自身の

システムを開発する力はなく､政府もR&D-の

援助を積極的に行っていない｡しかし政府は､

規制によってモバイル ･ビジネスに制限をかけ

ている｡これらの規制は､標準化を持つ選択的

に得られたライセンスによって行われている｡

携帯機器は､主に音声やテキス トによる通信に

限られている｡

単一の市場として､大きな規模を持つが､m-

ビジネスとしてはまだ発展途上である｡運営者

の標準化は､モバイル企業が少ないということ

から帰結していると思われる｡政府は､直接的

にある場合には間接的に運営者として役割を持

つ｡ (その場合､組織は半官半民か企業が主体

である)0
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● 相当高いオペレーター ･パワー､強い公的

イニシアチブ､限定的な市場規模､低い標

準化

ここでは､進んだ強いシステムを持つ優秀な

運営者が存在する先進国が意味される｡ 日本で

は､市場において､少数の強い運営者が存在す

る｡最強の運営者は､市場で独占をしていた国

営の通信公社であった｡強い公的イニシアチブ

は､次の二つの要因の結果である｡まず第一に､

以前の公的機関と､第二に､政府の援助による

R&Dである｡

政府のモバイル ･テクノロジーでのグローバ

ル競争における関心は､国を越えてのシステム

の拡大を計画 してのものである｡図 1の (a)

と (b)で示 された市場である｡主要な運営者

は､政府がモバイル ･テクノロジーの発展を支

援することを決定した場合には､政府から資金

援助を受けている｡この場合､政府の関係者が､

モバイル ･テクノロジーの国際会議に参加する

ことが多い｡

ここでは､高いセキュリティのm-ビジネス ･

ネットワークの市場がある｡だが､グローバル

な規模では､市場は限られている｡なぜなら､

自国の主要なシステムが海外では採用されてい

ないからである｡さらに他に比較的小さく､し

かも競合するシステムが存在する｡もちろん国

内の市場に共通性も存在はする｡

しかしシステムが海外で採用されても､すべ

てのm-ビジネスの機能は使用されない｡ とい

うのはそのシステムが他のシステムと共通性を

持っていないからである｡その結果､使用でき

るのは音声とテキス ト通信だけである｡したがっ

て､m-ビジネスのグローバルな利用を可能に

するほどグローバル化されていない｡近い将来､

m-ビジネスは国際的なシステムや他国との協

調で行われるときも来るであろう｡ しかし､他

国の運営者が同様のシステムを持っていない限

り､現在では一方通行にとどまっている｡米国

では､運営者によるm-ビジネスの規格の拡張

が進められている｡



● 比較的強い公的イニシアチブ､高いオペレー

ター ･パワー､高い標準化

このシナリオの完全な達成は､グローバル ･

m-ビジネスの理想的な状態である｡強い公的

イニシアチブは､二つの側面を持つ｡個々の政

府は､モバイル ･テクノロジーの高度の発展の

ために熱心に取り組んでいる｡このような公的

な関心は､モバイル ･テクノロジーが成長 し､

通信とe-ビジネスが統合できると考えているか

らである｡第二のおそらく最強の境界は､地域

ブロックの存在である｡この典型例はEUであ

る｡EUは､先にも述べたように全地域を網羅

する最初の地域ワイヤレス ･システムを持って

いる｡現在GPSをもった携帯電話は､EUの通

信システムを基盤 としている｡EUは､域内で

使用される共通なシステムを開発するガイ ドラ

インを設定するための組織や研究機関を設立し

ている｡

主要国では､それらの市場において運営者の

展開できるような強い企業の存在がある｡伝統

的に過去において､通信組織は公的な機関であっ

た｡これらの機関は民営化されたが､現在でも

政府の強力な支援の下にある｡ さらにEU当局

は､規制と共通な市場の創造に必要な法律を設

定した｡これらの法律や規制は､モバイル ･テ

クノロジーの発展を促進するための誘因になっ

ている｡

法律や規制は､共通な市場のニーズを満たす

手段として標準化を作り出す主要な要因ともなっ

てきた｡さらに共通な市場により､企業は国境

を越えることが容易になった｡このことにより､

地域を越えて国際的にもe-ビジネスを行える環

境を提供 した｡m-ビジネスは､共通な市場が

標準化され続けるのと同じように展開をする｡

市場の標準化は､より大きな市場､マス ･マー

ケットである｡マス ･マーケットは､それとと

もにm-ビジネスを成長させる｡ このことは､

より共通性をもつ運営者によるサービスの提供

を可能にする｡市場の規模は､地域を越えて拡

大を続ける｡というのも､市場の現在の規模は､

上の図 1の(a)と (b)にある国や地域に魅力的

なシステムを作 り出すことができる規模だから

である｡これらの地域のシステムは､他のシス

テムを駆逐するものとなるであろう｡長期的に

は､システムの共通性は､地域の組み合わせに

よって始められる｡

Ⅸ.結論

1.e-グローバル ･マーケテイングにおける

m-ビジネスの主要な要素

戦略という点から規定されるグローバル ･マー

ケテイングは､国際マーケテイングの遂行とい

うことである｡e-ビジネスは､国際マーケテイ

ングの標準化が容易に達成できる一つの領域で

ある｡大きな範囲で､コンピュータの使用者は

国際マーケテイングの標準化に基づいてグロー

バル ･マーケテイングで比較的高い達成が可能

である｡特にデジタル製品の導入､ホテルや物

疏 (航空機､鉄道､バスなど)などの共通サー

ビスの利用などで達成できる｡ しかし､m-ビ

ジネスでは同様のことは起こらない｡コンピュー

タ ･ネットワークは､グローバルな使用で広がっ

たインターネットに依存する形態で成長したが､

一方m-ビジネスは､国を単位 として発展 した

モバイル ･サービスに基づいている｡

この論文では､徐々に携帯機器を使用するモバ

イル ･テクノロジーの国際的な発展の可能性を

吟味することであった｡グローバル ･マーケテイ

ングにおいてm-ビジネスが国境を越えること

ができるかが共通マーケテイングの最初の問題

点であった｡地域や共通マーケットの発展は､

グローバル ･m-ビジネス方向性 と類似 してい

る｡しかしながら､現在の段階ではグローバル ･

マーケテイングのm-ビジネスのシナリオの4つ

の主要なプレーヤーが存在 している｡

2.e-グローバル ･マーケテイングにおける

m-ビジネスの意味

これ ら4つの極は､m-ビジネスの展開にお
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ける主要なプレーヤーである｡これらの主要な

プレーヤーは､国単位で最も機能している｡そ

してその国という単位内で経済や政治が行われ

ている｡そこでm-ビジネスにおいては､国と

いう観点からグローバル展開やグローバル標準

化の交渉が必要となる｡そういう点で､グロー

バル ･マーケテイングにおけるグローバル ･m-

ビジネスのシナ リオのクロス ･アナリシスは可

能であった｡

これ らの分析は､グローバル ･m-ビジネス

あらゆる状況を説明できるわけではない｡たと

えば､米国､カナダ､豪州､ニュージーランド

にはあてはまらない｡

しか しながら､最初のグローバル ･m-ビジ

ネスの展開の可能性のプレゼンテーションと一

般化の試みとはなった｡安全なネットワーク､

豊富なコンテンツとサービスの発展などグロー

バル ･マーケテイングの統合的な展開が可能に

なるとともにm-ビジネスも成長すると思われ

る｡他方で､パソコンを使用するe-ビジネスの

発展 レベル と同程度かそれを越えてm-ビジネ

スが発展するには､モバイル ･コミュニケーショ

ンの国単位 とい う特徴を克服する試みが必要と

なるであろう｡

m-ビジネスに関する主要プレーヤーについ

ては､さらに研究が必要である｡たとえば､ソ

リューションを提供する企業はここには含まれ

ていない ｡ といのは､それらの企業は受動的で

あったからである｡携帯機器の開発業者も含ま

れていない ｡ しかしながら､それらの企業はこ

れからのモバイル ･テクノロジーにおいて重要

な役割を占めるはずである｡現在､サービスや

コンテンツを通して標準化の方向性に影響を持っ

ているのは､モバイル ･ネットワーク業者であ

る｡現在音声やテキス トを使用すのがグローバ

ル ･スタンダー ドであるが､携帯機器を使用す

る音声やテキス トを越える拡張が将来出現する

であろうO
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